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お買い上げありがとうございます。 

• ご使用の前に、この「取扱説明書」をよくお読みの 
うえ、正しくお使いくださし、。お読みになったあと 
は、保証書と一緒に大切に保管してください。 

※ JVC は日本ビクターのグローバルブランドです。 
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安全上のご注意 


ご使用の前にこの「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

•絵表示について 

製品を安全に正しくお使いいただき、お客様や他の 
人々への危害や財産への損害を未然に防止するため 
の表示です。 

内容をよく理解してから本文をお読みください。 


△警告 

△注意 


この表示を無視して、誤った取 
り扱いをすると、人が死亡また 
は重傷を負う可能性が想定さ 
れる内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取 
り扱いをすると、人が傷害を負 
う可能性が想定される内容また 
は物的損害の発生が想定される 
内容を示しています。 


•絵表示の説明 

注意をうながす記号 


行為を禁止する記号 


A 0®(D® 

旨示する 

❶ 


行為を指示する記号 


△警告 

■ 乾電池を加熱、分解、ショートさせたり、， 
火の中へ投入しない。 

■乾電池のプラス㊉とマイナス㊀の _ 

向きを正しく入れる。 

乾電池の願、液もれにより、火災•けがや 
周囲を汚損する原因となることがあります。 


0 


△注意 

■ 指定以外の乾電池は使用しない。 

乾電池の破裂、液もれにより、火災 • けがや 
周囲を汚損する原因となることがあります。 

■ 長時間使用しないときは乾電池を 
取り出しておく。 

乾電池から液がもれて、火災 • けがや周囲 
を汚損する原因となることがあります。 


0 

❶ 

■ 手がぬれた状態で電池交換しない。 

■ 種類の異なる電池や新しい電池と古い電池を 
混ぜて使用しない。 

_乾電池に表示されている注意事項もあわせてお読み 
ください。 


JVC 


取扱説明書 r 


ポ _ タブルスピ _ 力_ 


型 


名 SP-A230 


ご相談や修理は 


ビクター製品についてのご相談や修理のご依頼 
は、お買い上げの販売店にご相談ください。 

転居されたり、贈答品などでお困りの場合は、 
下記の相談窓口にご相談ください。 


お買い物相談や製品についての全般的なご相談 
お客様ご相談センター 



使用上のご注意 


主な仕様 


■ 本機は、傾いた場所や不安定な場所におくと落下し、 
故障やけがの原因になる場合があります。安定した 
水平な場所においてください。 

■ コードを抜くときは、コードを引っ張らないで必ずプ 
ラグを持って抜いてください。 

■ 直射日光の当たる場所や暖房器具の近く、湿気の多い 
ところでのご使用、放置は故障の原因になりますので 
さけてください。 

■汚れがひどい場合は中性洗剤などでふきとってくだ 
さし)。シンナーやベンジンなどは絶対に使わないでく 
ださい。 

■テレビ•時計•クレジットカード•カセットテープ•ビ 
デオテープなどに近づけないでください。テレビ画面 
の色むらを起こしたり、磁気情報に悪影響を及ぼすこ 
とがあります。 

■ 本機の近くで携帯電話などをお使いの場合、ノイズが 
入ることがあります。 

■本機をモノラル機器に接続すると L 側(左)しか聞こえ 
ません。その場合は別売アダプター AP -112 A をお使 
いください。 


スピーカー 

ユニット 

□径30 mm x 2 

電源 

単3形乾電池2本 

(別売:アルカリ乾電池、充電式 

ニッケル水素電池使用可能） 

実用最大出力 

160 mW + 160 mW 

J 日 TA (電子情報技術産業協会） 
規格による測定値 

電池持続時間 

約25時間(アルカリ乾電池使用時、 

3 mW +3 mW 出力時） 

(使用条件により変わります） 

音声入カコード 

30 cm 

入力端子 

03.5 mm 金メッキステレオミニ 
プラグ 

外形寸法 

幅1 6.2 cm 、 高さ 4.2 cm 、 

厚さ 3.2 cm 

質量 

約135 g (コード含む、乾電池含まず） 

付属品 

キヤリングポーチ 


• 本機の仕様および外観は改善のため予告なく変更す 
ることがあります。 


保証とアフターサービス 


• 保証書は必ずお受け取りください 

この商品には保証書を別途添付しております。保証書は 
お買い上げ販売店でお渡ししますので、所定事項の 
記入、および記載内容をご確認いただき、大切に保存し 
てください。 

•保証期間について 

保証期間はお買い上げ日より1年間です。保証書の規定に 
従って、お買い上げ販売店にて修理させていただきます。 
その他詳細は保証書をご覧ください。 

• 保証期間経過後の修理について 

保証期間経過後の修理については、お買い上げ販売店に 
ご相談ください。修理によって機能が維持できる場合 
は、お客様のご要望により有料で修理いたします。 

• 補修用性能部品の保有期間について 

当社は、このポータブルスピーカーの補修用性能部品を 
製造打ち切り後、6年間保有しています。補修用性能部 
品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品で 
す0 


•修理を依頼されるときは 

「故障かな？と思ったら」の各項目をよくお読みのう 
え、再度お調べください。それでも症状が改善されな 
いときは、お買い上げの販売店に次のことをお知らせ 
ください。 

■ ビクターポータブルスピーカー SP - A 230 
■ お名前とおところ 
■ 電話番号 
■故障症状(詳しく） 

なお修理のご用命の際は必ず本製品をご持参くださ 
い 0 

• アフターサービスについてご不明な点は 

ご転居、ご贈答、その他アフターサービスについて 
ご不明な点は、お買い上げの販売店またはお客様ご相 
談センターにご相談ください。 


ご相談窓口におけるお客様の個人情報は、お問い合 
わせへの対応、修理およびその確認に使用し、適切に 
管理を行い、お客様の同意なく個人情報を第三者に 
提供または開示することはありません。 


















電源スイッチ 電源ランプ 


4 本機の電源スイッチを ON または 
AUT 〇にする 

• 電源ランプが点玎します。 


• 本機の電源スイツチが〇 FF / PASSIVE でも、内蔵 
アンプを使わずに音楽を聞くことができます。この 
とき、音量は耳元で聞こえる程度です。 

5 ポータブル機器の音量を調節する 

_ポータブル機器の音量を上げすぎると、音がひず 
むことがありますが、故障ではありません。 

•本機に音量調節ボリュームはありません。 

音量を調節するときは、ポータブル機器の音量を 
調節してください。 


( >UTO 機能について) 

電源スイッチを AUTO に設定すると、接続した 

ポータブ ) レ機器からの入力信号が約3分間ない場 

合は、電源ランプを消灯し待機状態になります。 

また、待機状態のときに接続したポータブル機器 

を再生すると、自動的に電源が入ります。 

(電源が入ると、電源ランプが点灯します。） 

• 待機状態になるまでの時間は目安です。使用状 
況により異なります。 

• ポータブル機器の音量が小さいと、電源が入ら 
ない場合があります。 

• 始まりが静かな音楽を再生した場合、曲の始まり 
が再生されない場合があります。このようなとき 
には、電源スイッチを ON に切換えてください。 

• 携帯電話など電波を発生する機器が近くにあ 
る場合は、通話や着信時のノイズによって電源 
が入ったり、待機状態にならない場合がありま 
す。そのような場合には、電源スイッチを ON ま 
たは OFF に切換えてお使いください。 

• ご使用後は、誤作動を防ぐため、電源スイッチ 
を OFF にしてください。 




1 音声入カコードを取り出す 

• プラグ部分を溝に沿って弓 I き抜くように取り出 
します。(持ち運び時にコードがはずれないよう、 
少しきつめに入っています。） 


2 スタンドを立てる 

• スタンドに無理な力を加えないでください。 


3 音声入カコードをポータブル機器に 
接続し、ポータブル機器を再生する 

• 本機を接続してから、ポータブル機器の電源を 
入れてください。そのとき、音量は最小にしてお 
いて < ださい。 

• 本機のプラグはステレオミニプラグです。 
モノラル機器に接続すると、右側のスピーカー 
から音が出ません。 

モノラ)レ機器に接続するときは、別売りの 
アダプター ( AP-l 12 A ) をご使用ください。 




G 吏い終わったら） 

1 ポータブル機器の音量を下げ、再生を停止する 

• ポータブル機器の音量を大きいままにして 
おくと、へッドホンを使用し再生する際に耳 
を痛めるおそれがあります。 

2 本機の電源スイッチを〇 FF にする 

電源ランプが消灯します。 

• AUTO の待機状態中でも、わずかながら電池 
を消耗します。電池の消耗を防ぐため、電源 
スイッチを OFF にしてください。 

• 長期間使わないときは、電池を取り出して 
おいてください。 

3 音声入カコードをポータブル機器から抜く 
4 電池ふたをしめ、音声入カコードを本体の 
溝にはめ込む 

障かな？と思ったら) 

電源が入らない 

-► 電池のプラス©、マイナス©を正しく入れ 
て < ださい。 

-► 2本とも新しい電池に交換してください。 

-► ポータブル機器の音量を上げてください。 
(電源スイッチを AUTO に設定している場合) 

電源スイッチを〇 N または AUT ◦にしても、 
音が出ない 

-► 音声入カコードをポータブル機器の出力端子 
に、しっかりと差し込んでください。 

-► 2本とも新しい電池に交換してください。 

-► ポータブル機器を再生してください。 

-► ポータブル機器の音量を上げてください。 

再生中に電源ランプが消灯する 

-► 2本とも新しい電池に交換してください。 

-► 電源スイッチを ON にしてください。 

(電源スイッチを AUTO に設定している場合) 

音がひずむ 

-► ポータブル機器の音量を下げてください。 

-► 2本とも新しい電池に交換してください。 

雑音が多い 

-► テレビなどの磁気を帯びたものから離してく 
ださい。 


1 音声入カコードを取り出す 

• プラグ部分を溝に沿って弓 I き抜くように取 
り出します。(持ち運び時にコードがはずれな 
し、よう、少しきつめに入っています。） 



2 電池ふたをはずす 

• 電池ふたをはずす前に、必ず音声入カコード 
を取り出してください。 



3 電池を入れる 

• 電池のプラス®とマイナス©を表示通りに入 
れてください。 



4 電池ふたを閉める 



• 本機を使わないときは、音声入カコードを 
本体の溝にはめ込んでください。 

賺池の交換時期 

電源ランプが暗くなったり、音がひずむようになって 
きたら、2本とも新しい電池に交換してください。 


胃池を入れる 


使 


かた（ポータブル機器につないで音楽などを楽しむ) 















































